
　 8)苦 味受容機構 とhTAS2Rs発 現量の関連

　 ○伊藤　　隼,前 田　豊信,加 藤　靖正,山 森　徹雄

　　　　　　　　　 (奥羽大 ・大学院 ・口腔機能回復)

【目　 的】苦味受容機構 を解明する一環 として,

キニーネの苦味感受性 に対するhTAS2Rs遺 伝子

発現量 と唾液 中Histatin　 5濃 度の関連 を検討 し

た。

【方　法】被験者は,口 腔内が健常で喫煙歴 のな

い,本 学歯学部の男子学生および男性教職員28



人を対象とした。

　味覚感受性試験,唾 液採取,舌 表層部の組織採

取の際は,条 件を一定にするために,2時 間前よ

り飲食および激 しい運動を禁止 した。苦味感受性

試験には濾紙デ ィスク法を採用し,キ ニーネに対

する閾値 を調べ,正 常群 と高閾値群の2群 に分け

た。唾液中Histatin　 5濃度の測定に使用する試料

は耳下腺唾液とし,酸 味刺激下で久保木式採唾器

を用 いて採取 し,ELIsAに て濃度 を測定 した。

TAS2Rs遺 伝子発現量の測定の試料は,舌 表層部

組織片とし,遠 沈管のフランジ部分 を用いて葉状

乳頭部周辺を奥か ら手前に数回擦過 し採取 した。

組織片か らtotalRNAを 抽出し,　RT-qPCRに て

キ ニ ー ネの受 容 体 遺 伝 子(TAs2R4,　 TAS2R7,

TAS2R10,　 TAS2R14,　 TAS2R39,　 TAS2R40,

TAs2R43,　 TAs2R44,　 TAs2R46)の 発現量 を解析

した。得 られた結果はβ-actinに て補正 を行った。

【結果 ・考察】味覚感受性試験 によるキニーネの

閾値 による分類で は,正 常群 が23人,高 閾値群

が5人 となった。

　Mann-Whitney　 U-testを 用いて正常群 と高閾

値群間におけるキニーネ受容体遺伝子発現量およ

び唾液 中histatin　5濃 度の違い を検討 した。キ

ニーネ受容体遺伝子発現量では,検 索 した9種 類

のうち,T2R7に おいてのみ正常者群 と高閾値群

間で有意差を認め,高 閾値群では発現量が少ない

ことが示 された。

　 よって,キ ニー ネによ る苦味 受容 において

T2R7が 重要な働 きを担 ってい る可能性が示唆 さ

れた。 また,唾 液中histatin　5濃度は,正 常群 に

対 して高閾値群では有意に濃度が低いことが示 さ

れ,Histatin　 5は キニーネの受容体への結合 を促

進すると考 えられた。

　 さらに,Spearman's　 correlationに て9種 類の

キニーネ受容体発現量間における相関を調べた。

その結果,T2R43を 除く受容体遺伝子間で発現量

に相 関 がみ られた。in　vitroの 研 究 にお いて,

TAS2Rsは オリゴマーを形成す るとい う報告があ

り,受 容体遺伝子発現量に相関がみ られたことは,

これが関連 している可能性があると考えられた。


